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都). 
 
〔特別講演〕 
 
沼田吉彦. 実際の事例に基づいて考える職場のメンタルヘルス. 日本医師会認定産業医制度研修会 会津若松医師

会主催; 20200118; 会津若松. 
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沼田吉彦. 過重労働とメンタルヘルス. 令和元年度福島県医師会労災保険研修会; 20200229; 郡山. 
 
小林直人. 認知症の専門的理解. 令和2年度福島県認知症介護実践リーダー研修; 20200916; 郡山. 
 
松本貴智. メンタルヘルス支援が必要な看護職員への関わり. 福島県立医科大学附属病院看護部 管理職対象研修

会; 20200909; 福島. 
 
松本貴智. 新型コロナウィルス感染症の影響下における生徒への関わり～対応は仕切る，関係はつながる～. 令和

2年度福島県高等学校生徒指導担当者研修会; 20200917; 猪苗代町. 
 
本田教一. 東日本大震災から10年目を迎えた福島県内の精神科病院の現状と復興の課題. 第116回日本精神神経

学会学術総会; 20200928-30; Web. 
 
矢部博興. バイオマーカーを持たない精神医学が許される針路とは？ 第116回日本精神神経学会学術総会; 
20200928-30; Web. 
 
矢部博興. 会長講演 今日の精神医学の検証－10年後への道標として－. 第116回日本精神神経学会学術総会; 
20200928-30; Web. 
 
松本貴智. 職場のメンタルヘルス～職場における「気持ち」と上手に付き合う～. 令和2年度新規採用職員研修会

（福島県立医科大学）; 20201021; Web. 
 
矢部博興. 統合失調症バイオマーカーとしてのミスマッチ陰性電位(MMN)異常. 第49回山形心身医学研究会; 
20201024; 山形. 
 
沼田吉彦. 精神障害について－障害特性と雇用上の配慮事項等－. 令和2年度障害者職業生活相談員資格認定講

習; 20201105; 福島. 
 
小林直人. 福島市の認知症医療体制づくりの取り組み～もの忘れ相談医MAPの活用に向けて～. 令和2年度認知

症対応力強化研修会; 20201106; 福島. 
 
丹羽真一. 福島県の医療の未来をになう君たちへ. 福島県“医療の仕事”魅力発信事業小・中学生オンライン医療

教室; 20201109,12,27; Web. 
 
三浦至. コミュニケーション. 緩和ケア研修会 in 福島医大2020; 20201114; 福島. 
 
三浦至. コミュニケーション. 令和2年度緩和ケア研修会; 20201121; 郡山. 
 
松本貴智. 「こころ」の健康のために～自分も相手もねぎらいましょう～. 令和2年度二本松市こころの健康づく

り講座; 20201121; 二本松. 
 
小林直人. BPSD解決のキーポイント～臨床現場で求められる対応とは？～. 第39回日本認知症学会学術集会; 
20201126; Web. 
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田子久夫. 災害時の認知症患者のサポート. 第39回日本認知症学会学術集会; 20201126; Web. 
 
志賀哲也. アドバンストレクチャー ミスマッチ陰性電位の基礎科学から臨床応用にかけて. 第50回日本臨床神

経生理学会学術大会; 20201126-28; Web(京都). 
 
矢部博興. 統合失調症バイオマーカーとしてのミスマッチ陰性電位（MMN）. 第50回日本臨床神経生理学会学

術大会; 20201126-28; Web(京都). 
 
沼田吉彦. 大人の発達障害について考える. 令和2年度産業保健研修会; 20201203; 郡山. 
 
小林直人. 認知症と睡眠障害. 第9回福島県認知症研究会; 20201209; Web(福島). 
 
三浦至. コミュニケーション. 2020年度がん診療医師緩和ケア研修会; 20201212; 郡山. 
 
三浦至. 心のケアとリハビリテーション. 福島県がんのリハビリテーション研修会; 20201213; Web(福島). 
 
小林直人. コロナ禍と認知症. 福島薬剤師会・福島県病院薬剤師会福島支部令和2年12月合同研修会; 20201217; 
Web(福島). 
 
小林直人. 『認知症の理解』～医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理～. 介護職員初任者研修; 20201218; 
福島. 
 
〔その他〕 
 
渡部芳徳. 国内におけるトリンテリックスの位置づけ～臨床への期待. 武田薬品工業トリンテリックス新発売記念

講演会; 20200111; 東京. 
 
渡部芳徳. トリンテリックスの臨床応用について考える－うつ病の治療ゴールを達成するために－. 武田薬品工業

トリンテリックス新発売記念講演会 in Tokyo; 20200112; 東京. 
 
渡部芳徳. 双極性障害の治療～ビプレッソ徐放錠Ⓡ徐放錠の役割について～. 吉富薬品 双極性障害治療の今を考

える会; 20200129; 東京. 
 
渡部芳徳. トリンテリックスの位置づけ～エビデンスと臨床経験からの考察～. 武田薬品工業トリンテリックス全

国web講演会; 20200130; Web. 
 
渡部芳徳. うつ病治療の現場と新規抗うつ薬への期待. 武田薬品工業トリンテリックス新発売記念講演会 in 水戸; 
20200205; 水戸. 
 
渡部芳徳. プライマリケアだからできる軽症うつ病の診断と治療～抗うつ薬・抗不安薬の上手な使い方～. 吉富薬

品 症例から学ぶ循環器疾患とメンタルケアを学ぶ会; 20200213; 東京. 
 
渡部芳徳. 新規抗うつ薬トリンテリックスの国内臨床成績. 武田薬品工業 医学教育会WEB講演; 20200323; 
Web. 
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板垣俊太郎. ADHDの診断から治療まで－成人例を中心に－. ADHD Webカンファランス; 20200415; Web. 
 
渡部芳徳. 双極性障害の治療～ビプレッソ徐放錠・徐放錠の役割について～. 吉富薬品ビプレッソWeb講演会; 
20200515; Web. 
 
渡部芳徳. 新規抗うつ薬トリンテリックスの国内臨床成績. ルンドベック・ジャパン医学研修会Web講演; 
20200529; Web. 
 
小林直人. 認知症診療を一歩進めていくために～かかりつけ医のための治療戦略～. イクセロンパッチWeb Live 
Meeting 2020; 20200610; Web. 
 
渡部芳徳. 精神科領域での治験成功のために！～疾患特性の違いに着目して～. SKETCH研究会総会講演; 
20200625; Web. 
 
渡部芳徳. 新規抗うつ薬トリンテリックスの国内臨床成績. 武田薬品工業 大阪精神科診療所協会学術講演会

Web講演; 20200627; Web. 
 
渡部芳徳. 社交不安症を診る！～その意義と診断・治療のポイント～. 持田製薬メンタルケアネットフォーラム; 
20200710; Web(東京). 
 
渡部芳徳. 『臨床の現場から心の健康課題の傾向とその予防や対処について』ゲートキーパーが知らなくてはなら

ない気分障害の基礎. 武田薬品工業 渡部芳德先生メンタルヘルスケア勉強会; 20200715; Web. 
 
渡部芳徳. トリンテリックスの位置づけ～エビデンスと臨床経験からの考察～. 武田薬品工業トリンテリックス全

国Web講演会; 20200722; Web. 
 
渡部芳徳. 双極性障害. 大塚製薬 Web社員研修; 20200730; Web. 
 
渡部芳徳. 抗精神病薬におけるレキサルティの位置づけ. 大塚製薬レキサルティWeb講演; 20200804; Web. 
 
三浦至. 統合失調症急性期症例におけるブレクスピプラゾールの臨床応用. Practice DPA; 20200826; Web. 
 
渡部芳徳. 新規抗うつ薬の臨床での位置づけ～国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察～. 武田薬品工業 徳島

精翠会講演会（トリンテリックスWeb講演）; 20200904; Web. 
 
渡部芳徳. うつ病の診断・治療およびトリンテリックスの有効性と安全性に関して. 武田薬品工業 兵庫県精神医

療学術講演会; 20200912; Web. 
 
渡部芳徳. トリンテリックスの位置づけ～エビデンスと臨床経験からの考察～. 武田薬品工業トリンテリックス

Webセミナー東京; 20200918; Web. 
 
渡部芳徳. 臨床経験から見えてきたトリンテリックスの服薬継続への期待. 武田薬品工業 全国講演会：MDD 
Expert Forum; 20200919; 東京. 
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渡部芳徳. ラツーダをどう使いこなすか. 大日本住友製薬ラツーダ発売記念講演会講演; 20200927; 東京. 
 
渡部芳徳. 抗精神病薬におけるレキサルティの位置づけ. 大塚製薬レキサルティ静岡エリアWeb講演; 20200930; 
Web. 
 
渡部芳徳. 外来リワークにおける双極性障害治療. 大塚製薬Web講演; 20201006; Web. 
 
渡部芳徳. うつ病の診断・治療およびトリンテリックスの有効性と安全性に関して. 武田薬品工業 千葉県トリン

テリックス発売1周年Web講演; 20201020; Web. 
 
渡部芳徳. うつ病の診断・治療およびトリンテリックスの有効性と安全性に関して. 武田薬品工業 日本精神神経

科診療所協会熊本地区会; 20201022; Web. 
 
三浦至. 統合失調症におけるラツーダの有用性と薬理作用. Latuda Speaker's Meeting 2020 Autumn; 20201104; 
Web. 
 
堀有伸. ラツーダをめぐる臨床から刺激を受けた双極性障害の精神病理についての空想. 大日本住友製薬株式会社 

WEB講演会; 20201105; Web. 
 
渡部芳徳. トリンテリックスの臨床での位置づけ～国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察～. 武田薬品工業 

城西地区トリンテリックスWeb講演; 20201105; Web. 
 
渡部芳徳. トリンテリックスの臨床での位置づけ～国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察～. 武田薬品工業 

千葉県トリンテリックスWeb講演; 20201109; Web. 
 
堀有伸. PTSDを合併した，なかなか治らない気分障害の症例について. ファイザー製薬株式会社主催のWEB講

演会; 20201111; Web. 
 
渡部芳徳. Vortioxetineの臨床での位置付け－国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察－. 武田薬品工業トリン

テリックス全国Web講演会; 20201111; Web. 
 
渡部芳徳. 新規抗うつ薬の位置づけ～国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察～. 武田薬品工業 宮崎県トリン

テリックスWeb講演; 20201112; Web. 
 
三浦至. 双極性障害における薬物療法の課題と展望bipolar depressionを中心に. ラツーダWEB配信講演会 in 
福島; 20201116; Web. 
 
渡部芳徳. 新規抗うつ薬の位置づけ～国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察～. 武田薬品工業・静岡県精神神

経科診療所協会 共催講演会; 20201118; Web. 
 
三浦至. 統合失調症におけるロナセンテープの意義と可能性. ロナセンテープLive配信講演会; 20201124; Web. 
 
渡部芳徳. クリニックにおける統合失調症治療としてのLAI導入方法～WEBを使ったLAI啓発活動と病診連携
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～. ヤンセンファーマWeb講演会; 20201124; Web. 
 
渡部芳徳. うつ病の治療ステージごとのトリンテリックスの臨床経験. 武田薬品工業トリンテリックス発売一周年

記念講演会; 20201128; Web(浜松). 
 
渡部芳徳. トリンテリックスの臨床での位置づけ～国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察～. 武田薬品工業ト

リンテリックス1周年記念講演会 in 新宿; 20201201; Web. 
 
渡部芳徳. 新規抗うつ薬の位置づけ～国内臨床試験成績と実臨床経験からの考察～. 武田薬品全国 岡山県精神神

経科診療所協会; 20201210; Web. 
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